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(57)【要約】
【課題】媒体束を一段と確実に結束できるようにする。
【解決手段】紙幣束Ｂｐにテープ２０を巻き付けた後、
紙幣束Ｂｐに巻き付けたテープ２０を、送り出す方向と
は逆方向に一定の力で引っ張る締付動作を、複数回繰り
返し行うようにした。これにより、従来と比較して、テ
ープ２０を引っ張る力を強くすることなく、締付力のば
らつきを一段と低減でき、かくして、紙幣束Ｂｐを一段
と確実に結束できる。
【選択図】図１２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の媒体を束ねた媒体束に帯状の結束部材を巻き付けて当該媒体束を結束する結束手
段を有し、
　上記結束手段は、
　上記媒体束に上記結束部材を巻き付けた後、上記媒体束を締め付ける締付方向に上記結
束部材を引っ張る締付動作を複数回繰り返し行ってから、上記媒体束を結束する
　媒体結束装置。
【請求項２】
　上記締付動作の回数を設定する設定手段を有し、
　上記結束手段は、
　上記設定手段により設定された回数分、上記締付動作を繰り返す
　請求項１に記載の媒体結束装置。
【請求項３】
　上記結束部材は、所定の巻回手段に巻回されていて、
　上記結束手段は、上記巻回手段から引き出された上記結束部材の先端を挟持する挟持部
材を有し、上記結束部材の先端を挟持している挟持部材を、上記媒体束の周りを囲うよう
に移動させることで、上記結束部材を上記媒体束に巻き付ける
　請求項２に記載の媒体結束装置。
【請求項４】
　上記結束手段は、
　上記締付動作を繰り返し行う際に、締付動作と締付動作の間に、上記結束部材を上記締
付方向とは逆方向に規定量だけ戻すことにより上記挟持部材と上記ロールとの間で上記結
束部材を緩める緩め動作を行う
　請求項３に記載の媒体結束装置。
【請求項５】
　上記緩め動作を行ったときに、上記巻回部材から引き出されている結束部材全体のうち
、上記媒体束に巻き付けられている部分については緩まないように、上記媒体束に巻き付
けられている部分を、上記紙幣束との間に挟み込む緩み防止手段を有する
　請求項４に記載の媒体結束装置。
【請求項６】
　上記緩み防止手段は、上記媒体束の締付方向にのみ回転可能なローラである
　請求項５に記載の媒体結束装置。
【請求項７】
　上記設定手段は、
　所定の操作手段を介してユーザに指定された回数を、上記締付動作の回数として設定す
る
　請求項２に記載の媒体結束装置。
【請求項８】
　上記媒体束を折り曲げて変形させる変形手段を有し、
　上記結束手段は、
　上記変形手段により変形させられた状態の媒体束に上記結束部材を巻き付けた後、上記
締付動作を複数回繰り返し行ってから、上記媒体束を結束する
　請求項２に記載の媒体結束装置。
【請求項９】
　所定枚数の媒体を束ねた媒体束を移送する移送手段と、
　上記移送手段により移送されてくる上記媒体束に帯状の結束部材を巻き付けて当該媒体
束を結束する結束手段と、
を有し、
　上記結束手段は、
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　上記媒体束に上記結束部材を巻き付けた後、上記媒体束を締め付ける締付方向に上記結
束部材を引っ張る締付動作を複数回繰り返し行ってから、上記媒体束を結束する
　媒体整理装置。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、媒体を結束する媒体結束装置及び媒体整理装置に関し、例えば、所定枚数の
紙幣の束（これを紙幣束と呼ぶ）を結束する紙幣結束装置に適用して好適なものである。
【背景技術】
【０００２】
　銀行などの金融機関には、紙幣を計数し、所定枚数毎に結束する紙幣結束装置が設置さ
れている。この紙幣結束装置では、紙幣を金種ごとに所定枚数（例えば１００枚）単位で
帯状のテープにより結束するようになっている。
【０００３】
　従来、このような紙幣結束装置で紙幣束を結束する場合、まず、紙幣束を結束する位置
（結束位置と呼ぶ）まで搬送した紙幣束に帯状のテープを巻き付ける。次に、カッターに
より、巻き付けたテープを両端部が重なり合う長さに切断する。
【０００４】
　そして、最後に、テープの重なり合った部分をヒータで押圧して熱することにより、テ
ープに塗布されている糊を熱溶着させ、テープの重なり合った部分を接着する。このよう
にして、紙幣束が結束される（例えば特許文献１参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２００９－１２０２１９公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　ところで、従来の紙幣結束装置では、紙幣束をより強く結束するために、例えば、紙幣
束にテープを巻き付けた後、テープを一定の力で引っ張って紙幣束を締め付けてから、テ
ープを切断して接着するようになっている。
【０００７】
　しかしながら、この場合、テープを引っ張る力が一定であるため、紙幣束となる紙幣の
状態、紙幣の種類、テープの種類等の違いにより、紙幣束を結束する力（以下、この力を
締付力と呼ぶ）にばらつきが生じてしまう。
【０００８】
　そして、このように紙幣束を結束するときの締付力にばらつきが生じると、紙幣束を確
実に結束することが困難となる。
【０００９】
　一方で、このような問題を鑑みて、テープを引っ張る力をより強くすることも考えられ
るが、単にテープを引っ張る力を強くするだけだと、紙幣を傷つけたり、テープが破損し
たりしてしまう恐れがあり、結局のところ、紙幣束を確実に結束することは難しい。
る。
【００１０】
　特に、近年、紙幣結束装置は、様々な国で利用されることを想定して、多くの種類の紙
幣やテープを使用できるようにすることが求められ、この結果、上述の問題がより深刻と
なっている。
【００１１】
　本発明は以上の点を考慮したもので、媒体束を一段と確実に結束できる媒体結束装置及
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び媒体整理装置を提案しようとするものである。
【課題を解決するための手段】
【００１２】
　かかる課題を解決するため本発明においては、複数の媒体を束ねた媒体束に帯状の結束
部材を巻き付けて当該媒体束を結束する結束手段を有し、結束手段は、媒体束に結束部材
を巻き付けた後、媒体束を締め付ける締付方向に結束部材を引っ張る締付動作を複数回繰
り返し行ってから、媒体束を結束するようにした。
【００１３】
　このように、媒体束を結束部材で締め付ける締付動作を複数回繰り返し行ってから、媒
体束を結束するようにしたことにより、従来と比較して、結束部材を引っ張る力を強くす
ることなく、締付力のばらつきを一段と低減できる。
【発明の効果】
【００１４】
　本発明によれば、従来と比較して、結束部材を引っ張る力を強くすることなく、締付力
のばらつきを一段と低減でき、かくして、媒体を一段と確実に結束できる媒体結束装置及
び媒体整理装置を実現できる。
【図面の簡単な説明】
【００１５】
【図１】紙幣整理装置の外観構成を示す略線図である。
【図２】紙幣処理装置の内部構成を示す略線図である。
【図３】第１の実施の形態における紙幣結束部の構成を示す略線図である。
【図４】第１の実施の形態における巻付部の構成を示す略線図である。
【図５】巻付部の配置を示す略線図である。
【図６】第１の実施の形態における紙幣束の結束（１）の説明にともなう略線図である。
【図７】巻付部によるテープの挟持を示す略線図である。
【図８】巻付部の回動を示す略線図である。
【図９】第１の実施の形態における紙幣束の結束（２）の説明にともなう略線図である。
【図１０】第１の実施の形態における紙幣束の結束（３）の説明にともなう略線図である
。
【図１１】テープの巻き付けの説明にともなう略線図である。
【図１２】紙幣束の締め付けの説明にともなう略線図である。
【図１３】ヒータによる加熱の説明にともなう略線図である。
【図１４】結束処理の手順を示すフローチャートである。
【図１５】第２の実施の形態における締付動作処理の手順を示すフローチャートである。
【図１６】第３の実施の形態において追加したローラを示す略線図である。
【図１７】第３の実施の形態における締付動作処理の手順を示すフローチャートである。
【図１８】第４の実施の形態における紙幣束の変形の説明にともなう略線図である。
【発明を実施するための形態】
【００１６】
　以下、発明を実施するための形態について、図面を用いて詳細に説明する。
【００１７】
［１．第１の実施の形態］
［１－１．紙幣整理装置の構成］
　まず第１の実施の形態について説明する。図１及び図２に、紙幣整理装置１の構成を示
す。この紙幣整理装置１は、紙幣を計数し、所定枚数毎に結束して整理するものである。
【００１８】
　因みに、この紙幣整理装置１は、例えば金融機関の現金センタ等に設置され、金融機関
の職員等（以下作業者と呼ぶ）の操作に従い、紙幣の整理を実行するようになっている。
【００１９】
　紙幣整理装置１は、筐体２の内部に種々の機構が組み込まれており、これらを制御部３



(5) JP 2014-201355 A 2014.10.27

10

20

30

40

50

により統括制御するようになされている。制御部３は、図示しないＣＰＵ（Central　Pro
cessing　Unit）を中心に構成されており、図示しないフラッシュメモリやハードディス
ク等の記憶部から所定のプログラムを読み出して実行することにより、紙幣の計数処理や
結束処理等を行うようになされている。
【００２０】
　筐体２の上部後方には、各種画面を表示するＬＣＤ（Liquid Crystal Display）と、作
業者の入力操作を受け付けるタッチパネルとが一体化された操作表示部４が取り付けられ
ている。操作表示部４は、所定の操作画面を表示しながら、動作モードの指定や、計数す
べき紙幣の金種、集積順序等の設定作業を作業者に行わせ、その設定内容を制御部３へ通
知するようになされている。
【００２１】
　因みに、以下では、作業者が対峙する正面へ向かう方向を前方向と定義し、その反対を
後方向と定義して、さらに当該紙幣整理装置１の前側に対峙して見たときの左右方向及び
上下方向をそれぞれ定義して説明する。
【００２２】
　筐体２の前面上方には、紙幣を取り込む紙幣取込部５が設けられている。この紙幣取込
部５は、作業者により紙幣が載置されて操作ボタン６が操作されると、載置された紙幣を
１枚ずつ分離して内部へ取り込み、搬送部７に受け渡すようになっている。
【００２３】
　搬送部７は、搬送ベルト、ローラ及び紙幣ガイド等の組み合わせにより各部の間を結ぶ
搬送路を形成しており、制御部３の制御に基づき、この搬送路に沿って紙幣を各部へ搬送
するようになっている。
【００２４】
　搬送部７は、紙幣取込部５から紙幣を受け渡されると、これを鑑別部８へ搬送する。鑑
別部８は、その内部で紙幣を搬送しながら当該紙幣の金種、真偽、表裏及び損傷の程度等
を鑑別し、その鑑別結果を制御部３へ通知する。
【００２５】
　これに応じて制御部３は、取得した鑑別結果に基づいて当該紙幣の搬送先を決定すると
共に、当該紙幣を計数する。このとき制御部３は、金種を特定できなかった紙幣や搬送異
常を検出したことにより異常と判別した紙幣を搬送部７によりリジェクトポケット９へ搬
送させる。
【００２６】
　リジェクトポケット９は、筐体２における紙幣取込部５の上方に一部を露出させるよう
に配置されており、搬送部７により搬送されてきた紙幣を集積し、作業者に取り出させる
ようになっている。
【００２７】
　また制御部３は、正常と判別した紙幣を搬送部７により表裏反転部１０へ搬送させる。
表裏反転部１０は、鑑別部８における判別結果が「表」又は「裏」のいずれか一方であっ
た紙幣の表裏を反転させることにより、全ての紙幣の表裏を統一して再度搬送部７に受け
渡す。
【００２８】
　続いて制御部３は、正常と判別されたものの結束処理（後述する）の対象外となる紙幣
を外部集積部１１へ搬送させる。外部集積部１１は、筐体２の上部における操作表示部４
とリジェクトポケット９との間に一部を露出させるように前後方向に並んで２個配置され
ている。
【００２９】
　この外部集積部１１も、リジェクトポケット９と同様、搬送部７により搬送されてきた
紙幣を集積し、作業者に取り出させるようになっている。
【００３０】
　因みに、結束処理の対象とする紙幣の種類等については、操作表示部４を介して設定で
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きるようになっている。
【００３１】
　また、制御部３は、正常と判別され、且つ結束処理の対象となる紙幣を集積部１２へ搬
送する。集積部１２は、上下方向に並べて配置された４個の一時集積部１２Ａ～１２Ｄを
有していて、搬送部７から受け渡された紙幣を上下方向に搬送して当該一時集積部１２Ａ
～１２Ｄのいずれかに受け渡し、集積するようになっている。
【００３２】
　実際上、集積部１２は、制御部３の制御に基づき、鑑別部８における鑑別結果に応じて
紙幣を一時集積部１２Ａ～１２Ｄのいずれかに集積する。この結果、集積部１２の一時集
積部１２Ａ～１２Ｄには、金種等の予め設定された条件ごとに分類された紙幣がそれぞれ
集積されることになる。
【００３３】
　一方、制御部３は、集積部１２の一時集積部１２Ａ～１２Ｄそれぞれについて、集積さ
れた紙幣の枚数を計数しており、この枚数が予め設定された結束単位、例えば１００枚に
到達すると、移送部１３に紙幣の移送を指示する。
【００３４】
　移送部１３は、集積部１２の後方に配置されており、一時集積部１２Ａ～１２Ｄに集積
された紙幣を後方へ取り出し、さらに下方へ移動させることにより、当該集積部１２の下
方に配置された紙幣結束部１４に受け渡す。
【００３５】
　紙幣結束部１４は、移送部１３により移送されてきた紙幣束を帯状の結束部材（例えば
テープ）によって結束して、これを放出口１５へ送り出す。
【００３６】
　放出口１５は、筐体２の前面下部に設けられており、結束された紙幣束を作業者に取り
出させるようになっている。
【００３７】
　このように紙幣整理装置１は、紙幣取込部５に載置された紙幣を１枚ずつ取り込み、金
種等に応じて分類した上で１００枚等の結束単位ごとに結束して紙幣束を順次生成するよ
うになっている。
【００３８】
［１－２．紙幣結束部の構成］
　次に、図３を用いて、紙幣結束部１４の構成について説明する。尚、この図３では、紙
幣整理装置１の向きを基準として、図中右側から左側への方向を前方向、図中左側から右
側への方向を後方向、図中手前側から奥側への方向を左方向、図中奥側から手前側への方
向を右方向と定義する。
【００３９】
　紙幣結束部１４は、その下部に、テープ２０が巻回されたロール２１が配置されている
。このロール２１は、直径方向が水平（厳密に水平でなくても良い）となるように寝かせ
た状態で配置されている。
【００４０】
　このロール２１から前方に引き出されたテープ２０は、図示しないガイドにより上方に
導かれた後、ロール２１の前方ななめ上に位置するテープ供給ローラ２２Ａへと供給され
て、このテープ供給ローラ２２Ａにより後方に折り返され、テープ供給ローラ２２Ａの後
方に位置するテープ供給ローラ２２Ｂへと供給される。
【００４１】
　さらにテープ２０は、テープ供給ローラ２２Ｂにより後方ななめ上に折り曲げられ、テ
ープ供給ローラ２２Ｂの後方ななめ上に位置するテープ供給ローラ２２Ｃを経由して、こ
のテープ供給ローラ２２Ｃの後方ななめ上に位置するガイドローラ２２Ｄに供給される。
【００４２】
　そしてテープ２０は、このガイドローラ２２Ｄにより前方ななめ上に折り曲げられ、ガ
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イドローラ２２Ｄの前方ななめ上に位置する巻付部２３へと供給され、巻付部２３に、そ
の先端を挟持されるようになっている。この巻付部２３について詳しくは後述する。
【００４３】
　尚、テープ供給ローラ２２Ａ～２２Ｃ、ガイドローラ２２Ｄは、図示しないアクチュエ
ータにより、一方向及び他方向に回動できるようになっている。
【００４４】
　また、テープ２０のテープ供給ローラ２２Ａと２２Ｂとの間に位置する部分の上側に印
字部２４が設けられていて、この印字部２４により、テープ供給ローラ２２Ａと２２Ｂと
の間で、テープ２０の上面に印字を行うようになっている。
【００４５】
　さらに、テープ供給ローラ２２Ｃとガイドローラ２２Ｄとの間に、ガイドローラ２２Ｄ
の近傍でテープ２０を切断するためのカッター２５が設けられている。さらに、巻付部２
３の下方に、テープ２０に塗布されている糊を溶着させるためのヒータ２６が設けられて
いる。
【００４６】
　さらに、この紙幣結束部１４には、ガイドローラ２２Ｄの上方に、前後方向に延在する
搬送路２７が設けられている。
【００４７】
　この紙幣結束部１４は、後方の移送部１３から供給される紙幣束を、搬送路２７の所定
位置まで搬送し、巻付部２３により紙幣束にテープ２０を巻き付けることで紙幣束を結束
するようになっている。
【００４８】
　尚、紙幣束は、短手方向に搬送され、長手方向の中央にテープ２０が巻き付けられるこ
とで、結束されるようになっている。
【００４９】
　搬送路２７は、搬送路２７の上側に位置する上側搬送路形成部２７Ａと、搬送路２７の
下側に位置する下側搬送路形成部２７Ｂとで形成されている。
【００５０】
　上側搬送路形成部２７Ａは、搬送路２７に沿って前後方向に延在する環状の上側搬送ベ
ルト２８と、上側搬送ベルト２８を内側から支持する複数のローラ２９とを有している。
【００５１】
　この上側搬送ベルト２８は、図中矢印Ａで示す搬送方向（前方向）と直交する左右方向
に複数本設けられている。同様に、上側搬送ベルト２８を支持するローラ２９も、左右方
向に複数設けられている。
【００５２】
　そして、複数の上側搬送ベルト２８は、それぞれ一番前のローラ２９を中心に、残りの
ローラ２９と共に上下方向に回動できるようになっている。
【００５３】
　一方、下側搬送路形成部２７Ｂは、搬送路２７に沿って前後方向に延在する環状の下側
搬送ベルト３０と、下側搬送ベルト３０を内側から支持する複数のローラ３１とで構成さ
れる。
【００５４】
　下側搬送ベルト３０も、矢印Ａで示す搬送方向と直交する左右方向に複数本設けられて
いる。同様に、下側搬送ベルト３０を支持するローラ３１も、左右方向に複数設けられて
いる。
【００５５】
　巻付部２３は、この搬送路２７の上流側に設けられていて、この巻付部２３の下方に、
ヒータ２６が、所定方向に移動可能に設けられている。
【００５６】
　巻付部２３は、図４に示すように、２つの回動部４０及び４１により構成される。回動
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部４０は、円板状の支持部材４０Ａと、この支持部材４０Ａの側面から延びる、角棒をＬ
字に折り曲げたような形状でなる挟持部材４０Ｂとでなる。
【００５７】
　回動部４０の支持部材４０Ａは、その中央に厚さ方向に貫通する孔４０Ａｈが設けられ
ていて、この孔４０Ａｈに、筒状の外軸４２の先端が挿入され、この外軸４２に固定され
ている。
【００５８】
　外軸４２は、搬送路２７の横（例えば左側）のフレーム（図示せず）から、搬送路２７
と直行する右方向に延びていて、先端が搬送路２７近傍に位置している。ゆえに、この外
軸４２の先端に固定される回動部４０の支持部材４０Ａも、搬送路２７の近傍に位置して
いることになる。
【００５９】
　また、この外軸４２は、図示しない駆動部により回動自在であり、支持部材４０Ａを回
動自在に支持するようになっている。
【００６０】
　さらに、この外軸４２には、その内側に、先端が外軸４２の先端から突出するようにし
て棒状の内軸４３が設けられている。この内軸４３は、外軸４２とは独立して回動可能と
なっている。
【００６１】
　回動部４０の挟持部材４０Ｂは、一端部４０Ｂａと、一端部４０Ｂａと直行する他端部
４０Ｂｂとで全体としてＬ字型をなしていて、支持部材４０Ａの側面から、支持部材４０
Ａと平行に一端部４０Ｂａが延び、この一端部４０Ｂａの他端から、支持部材４０Ａと直
交して他端部４０Ｂｂが延びている。
【００６２】
　具体的には、支持部材４０Ａの側面の下端から、一端部４０Ｂａが下方に延び、さらに
、この一端部４０Ｂａの他端から、他端部４０Ｂｂが、搬送路２７の真下を通るようにし
て、右方向に延びている。
【００６３】
　一方、回動部４１も、回動部４０とほぼ同形状となっている。回動部４１は、支持部材
４１Ａの孔４１Ａｈに内軸４３の先端が挿入され、この内軸４３に固定されている。
【００６４】
　このとき、回動部４１の支持部材４１Ａは、回動部４０の支持部材４０Ａと平行で、回
動部４０の支持部材４０Ａよりも右側（すなわち搬送路２７に近い側）に位置するように
なっている。
【００６５】
　さらに、この回動部４１の支持部材４１Ａの側面の下端から、挟持部材４１Ｂの一端部
４１Ｂａが下方に延び、さらに、この一端部４１Ｂａの他端から、他端部４１Ｂｂが、搬
送路２７の真下を通るようにして、回動部４０の他端部４０Ｂｂと平行に右方向に延びて
いる。
【００６６】
　巻付部２３は、このような構成でなり、外軸４２の回動にともなって回動部４０が矢印
Ｂで示す方向に回動することにより、回動部４０の挟持部材４０Ｂと回動部４１の挟持部
材４１Ｂとの間隔を広げて、挟持部材４０Ｂ、４１Ｂを開く。
【００６７】
　また、巻付部２３は、回動部４０が矢印Ｂとは逆方向（矢印Ｃで示す方向）に回動する
ことにより、回動部４０の挟持部材４０Ｂと回動部４１の挟持部材４１Ｂとの間隔を狭め
て、挟持部材４０Ｂ、４１Ｂを閉じる。
【００６８】
　このような開閉動作により、巻付部２３は、挟持部材４０Ｂと挟持部材４１Ｂとの間に
、テープ２０の先端を挟んで保持したり、挟んでいるテープ２０の先端を離したりするこ
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とができるようになっている。
【００６９】
　また、巻付部２３は、挟持部材４０Ｂと挟持部材４１Ｂとが接している状態で、回動部
４０が矢印Ｃで示す方向に回動すると、回動部４０の挟持部材４０Ｂが回動部４１の挟持
部材４１Ｂを押して、回動部４０と回動部４１とがともに矢印Ｃで示す方向に回動する。
【００７０】
　そして、巻付部２３は、挟持部材４０Ｂと挟持部材４１Ｂとの間にテープ２０を挟んだ
状態で、回動部４０と回動部４１とがともに矢印Ｃで示す方向に回転することにより、紙
幣束にテープ２０を巻き付けることができるようになっている。
【００７１】
　尚、巻付部２３は、図５に示すように、挟持部材４０Ｂと４１Ｂが上側搬送ベルト２８
と下側搬送ベルト３０に干渉しないように配置されていて、挟持部材４０Ｂ、４１Ｂのそ
れぞれの他端部４０Ｂｂ、４１Ｂｂが紙幣束Ｂｐの下側となるように回動した位置を初期
位置としている。
【００７２】
　また、巻付部２３は、図示しない機構により、外軸４２及び内軸４３と共に、搬送路２
７から遠ざかる方向（例えば図３の手前側から奥側）に退避できるようにもなっている。
【００７３】
［１－３．紙幣結束部による紙幣束の結束］
　ここで、実際に、紙幣束にテープ２０を巻き付けて結束するときの、紙幣結束部１４の
動作について詳しく説明する。
【００７４】
　尚、紙幣結束部１４の動作は、制御プログラム（ソフトウェア）に基づいて、制御部３
により制御されるものである。ゆえに、以下に説明する動作の主体は、制御部３である。
【００７５】
　まず、紙幣結束部１４は、初期状態として、図３に示すようにロール２１から引き出さ
れたテープ２０がテープ供給ローラ２２Ａ～２２Ｃにより挟持され、且つテープ２０の先
端がカッター２５による切断位置に停止している。
【００７６】
　この状態から、テープ供給ローラ２２Ａ～２２Ｃを回転させてテープ２０を送り出すと
ともに、このとき、テープ供給ローラ２２Ａ、２２Ｂ間で印字部２４によりテープ２０に
日付や紙幣整理装置１が設置されている支店名等を印字する。
【００７７】
　また、テープ２０を送り出すことにより、テープ２０の先端部が、図示しないテープ供
給ガイドにガイドされてガイドローラ２２Ｄに挟持され、さらに図６に示すように、この
ガイドローラ２２Ｄの回転により巻付部２３へと送られる。
【００７８】
　このとき、巻付部２３は、図７（Ａ）に示すように、挟持部材４０Ｂ、４１Ｂが開いた
状態で初期位置に待機している。またこのとき、上側搬送ベルト２８は、図６に示すよう
に、一番前のローラ２９を中心して所定角度上方に回動して待機している。
【００７９】
　この状態でテープ２０の先端部が巻付部２３の挟持部材４０Ｂ、４１Ｂ間に進入すると
、図７（Ｂ）に示すように、挟持部材４０Ｂ、４１Ｂが閉じてテープ２０の先端部を挟持
する。
【００８０】
　次に、テープ供給ローラ２２Ａ～２２Ｃによりテープ２０を供給しながら、挟持部材４
０Ｂ、４１Ｂでテープ２０の先端部を挟持したまま、図８に示すように、挟持部材４０Ｂ
、４１Ｂを時計回り方向（矢印Ｃで示す方向）に約半回転（約１８０度回転）させる。
【００８１】
　これにより、図９に示すように、巻付部２３は、挟持部材４０Ｂ、４１Ｂを、搬送路２
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７をまたぐようにして搬送路２７の上側から下側へと移動させ、テープ２０を搬送路２７
を上下に遮るように引き出す。
【００８２】
　ここで、紙幣束Ｂｐが、上側搬送ベルト２８と下側搬送ベルト３０との間に送り込まれ
てくると、上側搬送ベルト２８は、下方に回動して下側搬送ベルト３０との間で紙幣束Ｂ
ｐを挟持する。
【００８３】
　その後、上側搬送ベルト２８と下側搬送ベルト３０を走行させて、紙幣束Ｂｐを搬送路
２７に沿って矢印Ａで示す搬送方向に搬送する。
【００８４】
　ここで、搬送路２７を遮っているテープ２０は、図１０に示すように、搬送路２７内を
搬送されてくる紙幣束Ｂｐの前端面で押し込まれる。
【００８５】
　すると、テープ２０が紙幣束Ｂｐに押し込まれることにともなって、テープ供給ローラ
２２Ａ～２２Ｃが回転してテープ２０が引き出されることにより、テープ２０は、紙幣束
Ｂｐの上下を覆う。
【００８６】
　さらに、上側搬送ベルト２８と下側搬送ベルト３０を、紙幣束Ｂｐを所定位置まで搬送
した後停止させる。尚、このときの紙幣束Ｂｐの停止は、停止位置付近に設けられた位置
確認センサ（図示せず）が紙幣束Ｂｐの例えば前端を検知したときの信号に基づいて行わ
れる。
【００８７】
　このように紙幣束Ｂｐを停止させた後、テープ供給ローラ２２Ａ～２２Ｃを回転させて
テープ２０を引き出しながら、巻付部２３の挟持部材４０Ｂ、４１Ｂを、時計回り方向に
さらに約半回転（約１８０度回転）させる。
【００８８】
　これにより、図１１に示すように、巻付部２３は、挟持部材４０Ｂ、４１Ｂを、搬送路
２７をまたぐようにして紙幣束Ｂｐの後端上方から後端下方に回り込むように移動させ、
初期位置に戻る。この結果、紙幣束Ｂｐの後端がテープ２０で囲われる。
【００８９】
　ここで、さらに、テープ供給ローラ２２Ａ～２２Ｃを回転させてテープ２０を引き出し
ながら、上側搬送ベルト２８と下側搬送ベルト３０を先ほどとは逆方向に走行させること
により、紙幣束Ｂｐを矢印Ａで示す搬送方向とは逆方向に搬送する。
【００９０】
　これにより、図１２に示すように、テープ２０が紙幣束Ｂｐを一周するように巻き付け
られる。
【００９１】
　ここで、紙幣束Ｂｐをより強く結束するために、紙幣束Ｂｐに巻き付けられたテープ２
０を、送り出す方向とは逆方向（矢印Ｄに示す方向）に一定の力で引っ張ることにより、
紙幣束Ｂｐをテープ２０で締め付ける締付動作を行う。
【００９２】
　尚、このとき、紙幣結束部１４では、テープ供給ローラ２２Ａ～２２Ｃを、テープ２０
を送り出す方向（これをテープ供給方向と呼ぶ）とは逆方向（これを締付方向とも呼ぶ）
に回転させることにより、テープ２０を一定の力で引っ張るようになっている。
【００９３】
　このような締付動作を行った後、カッター２５により、テープ２０の両端部が重なり合
う長さで、テープ２０をガイドローラ２２Ｄの近傍で切断する。
【００９４】
　さらに、図１３に示すように、ヒータ２６をテープ２０の重なり合った部分の下方に移
動させ、ヒータ２６によりこの部分を下方から押圧しながら、テープ２０に塗布されてい
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る糊を熱溶着させることにより、テープ２０の両端部を接着する。
【００９５】
　このとき、切断されたテープ２０の末端部は、ヒータ２６がテープ２０の重なり合った
部分を下方から押圧することにともなって、ガイドローラ２２Ｄから離れ、テープ２０の
先端部と重なり合って接着される。
【００９６】
　かくして、テープ２０は、末端部が余るようなことなく、適切な長さで紙幣束Ｂｐに巻
き付けられて紙幣束Ｂｐを結束する。
【００９７】
　このようにして紙幣束Ｂｐをテープ２０で結束した後、巻付部２３は、挟持部材４０Ｂ
、４１Ｂを開いてテープ２０を離す。その後、巻付部２３を移動させて退避させ、上側搬
送ベルト２８と下側搬送ベルト３０を再び走行させて、結束された紙幣束Ｂｐを矢印Ａで
示す搬送方向に搬送して、放出口１５へ送り出す。
【００９８】
　このようにして、紙幣結束部１４は、紙幣束Ｂｐにテープ２０を巻き付けて結束するよ
うになっている。
【００９９】
　ところで、上述の締付動作を１回行うだけでは、紙幣束Ｂｐとなる紙幣の状態、紙幣の
種類、テープ２０の種類等の違いにより、紙幣束Ｂｐを結束する締付力にばらつきが生じ
る恐れがある。
【０１００】
　そこで、紙幣結束部１４では、締付動作を、予め指定されている回数（２回以上）分繰
り返し行うようになっている。
【０１０１】
　すなわち、制御部３は、締付動作の繰り返し回数を、予め指定されている回数に設定す
る。そして、制御部３は、紙幣束Ｂｐにテープ２０を巻き付けた後、テープ供給ローラ２
２Ａ～２２Ｃをテープ２０を送り出すときとは逆方向（締付方向）に回転させてテープ２
０を一定の力で引っ張ることにより１回目の締付動作を行う。
【０１０２】
　そして、制御部３は、一旦、テープ供給ローラ２２Ａ～２２Ｃの回転を停止させること
により１回目の締付動作を終了させ、その後、再び、テープ供給ローラ２２Ａ～２２Ｃを
テープ２０を締付方向に回転させてテープ２０を一定の力で引っ張ることにより２回目の
締付動作を行う。
【０１０３】
　このようにして、制御部３は、締付動作を繰り返し行う。
【０１０４】
　そして、制御部３は、この締付動作を、設定した回数分繰り返し行うと、カッター２５
によりテープ２０を切断して、ヒータ２６によりテープ２０の重なり合った部分を熱して
接着することにより紙幣束Ｂｐを結束する。
【０１０５】
　ここで、上述した紙幣結束部１４による紙幣束Ｂｐにテープ２０を巻き付けて結束する
結束処理の手順について、図１４に示すフローチャートを用いて説明する。
【０１０６】
　制御部３は、結束処理を開始すると、まずステップＳＰ１において、テープ２０を送り
出して、その先端部を巻付部２３の挟持部材４０Ｂ、４１Ｂに挟持させ、次のステップＳ
Ｐ２に移る。
【０１０７】
　ステップＳＰ２において、制御部３は、巻付部２３の挟持部材４０Ｂ、４１Ｂを時計回
り方向に約半回転（約１８０度回転）させることにより、テープ２０で搬送路２７を上下
に遮り、次のステップＳＰ３に移る。
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【０１０８】
　ステップＳＰ３において、制御部３は、紙幣束Ｂｐを搬送路２７に沿って搬送方向に搬
送させながら、巻付部２３の挟持部材４０Ｂ、４１Ｂを時計回り方向にさらに約半回転（
約１８０度回転）させた後、紙幣束Ｂｐを逆方向に搬送させることにより、紙幣束Ｂｐに
テープ２０を巻き付けて、次のステップＳＰ４に移る。
【０１０９】
　ステップＳＰ４において、制御部３は、上述の締付動作を予め指定されている回数（２
回以上）分繰り返し行った後、次のステップＳＰ５に移る。
【０１１０】
　ステップＳＰ５において、制御部３は、カッター２５により、テープ２０の両端部が重
なり合う長さで、テープ２０をガイドローラ２２Ｄの近傍で切断して、次のステップＳＰ
６に移る。
【０１１１】
　ステップＳＰ６において、制御部３は、ヒータ２６により、テープ２０に塗布されてい
る糊を熱溶着させて、テープ２０の両端部を接着することにより紙幣束Ｂｐを結束して、
次のステップＳＰ７に移る。
【０１１２】
　ステップＳＰ７において、制御部３は、巻付部２３の挟持部材４０Ｂ、４１Ｂを開いて
テープ２０を離した後、巻付部２３を退避させて、この結束処理を終了する。
【０１１３】
　このように、紙幣結束部１４では、紙幣束Ｂｐをテープ２０で締め付ける締付動作を複
数回繰り返し行うようにした。
【０１１４】
　こうすることで、例えば、締付動作を１回しか行わない場合と比較して、締付力のばら
つきを低減できる。
【０１１５】
　また、この場合、例えば、テープ２０を引っ張る力を無駄に強くすることなく、テープ
２０を引っ張る力を一定としながらも、締付力のばらつきを低減できる。
【０１１６】
　ここまで説明したように、紙幣結束部１４では、テープ２０を引っ張る力を強くするこ
となく、紙幣束Ｂｐに対する締付力のばらつきを一段と低減でき、かくして、紙幣束Ｂｐ
を一段と確実に結束することができる。
【０１１７】
［２．第２の実施の形態］
　次に第２の実施の形態について説明する。この第２の実施の形態は、締付動作の繰り返
し回数を任意に設定できる点が、第１の実施の形態とは異なる点である。ゆえに、紙幣整
理装置１の構成や、紙幣結束部１４の構成については第１の実施の形態のものと同様であ
り、その部分についての説明は省略する。
【０１１８】
　この第２の実施の形態の紙幣整理装置１では、操作表示部４に、所定の操作画面を表示
しながら、締付動作の繰り返し回数の指定を作業者に行わせる。
【０１１９】
　操作表示部４を介して指定された繰り返し回数は、制御部３へ通知され、制御部３によ
り、変数ａに代入されて、図示しない記憶部に記憶される。これにより、繰り返し回数が
、作業者に指定された回数に設定されたことになる。
【０１２０】
　その後、制御部３は、紙幣束を結束するときに、変数ａが示す繰り返し回数に基づいて
、締付動作を繰り返し行う。
【０１２１】
［２－１．締付動作処理の手順］
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　ここで、図１５に示すフローチャートを用いて、第２の実施の形態の紙幣結束部１４で
行う締付動作の処理（これを締付動作処理とも呼ぶ）の手順について説明する。
【０１２２】
　尚、この締付動作処理を開始する前の時点で、作業者により繰り返し回数が指定され、
この繰り返し回数が変数ａに代入されているものとする。
【０１２３】
　また、この締付動作処理は、紙幣束を結束する結束処理の中で行われる部分的な処理で
ある。
【０１２４】
　制御部３は、図１２に示したように、紙幣束Ｂｐを一周するように紙幣束Ｂｐにテープ
２０を巻き付けた後、図１５に示す締付動作処理を開始する。
【０１２５】
　制御部３は、締付動作処理を開始すると、まずステップＳＰ１０において、テープ供給
ローラ２２Ａ～２２Ｃを回転させるアクチュエータを起動させ、テープ供給ローラ２２Ａ
～２２Ｃを締付方向に回転させてテープ２０を一定の力で引っ張ることにより、１回目の
締付動作を開始して、次のステップＳＰ１１に移る。
【０１２６】
　ステップＳＰ１１において、制御部３は、アクチュエータを停止させることにより、１
回目の締付動作を終了させ、次のステップＳＰ１２に移る。
【０１２７】
　ステップＳＰ１２において、制御部３は、繰り返し回数のカウント値を示す変数ｎに０
を代入することにより、変数ｎを初期化（締付動作をまだ１回も繰り返していない状態）
して、次のステップＳＰ１３に移る。
【０１２８】
　ステップＳＰ１３において、制御部３は、繰り返し回数のカウント値を示す変数ｎが、
作業者により指定された繰り返し回数を示す変数ａ以上であるか否かを判別する。
【０１２９】
　ここで、例えば、作業者により指定された繰り返し回数が２回（すなわちａ＝２）であ
り、且つ締付動作をまだ１回も繰り返していない場合、繰り返し回数は０回（すなわちｎ
＝０）であり、このステップＳＰ１３で否定結果を得て、ステップＳＰ１４に移る。
【０１３０】
　ステップＳＰ１４において、制御部３は、再び、テープ供給ローラ２２Ａ～２２Ｃを回
転させるアクチュエータを起動させ、テープ供給ローラ２２Ａ～２２Ｃを締付方向に回転
させてテープ２０を一定の力で引っ張ることにより、２回目の締付動作を開始して、次の
ステップＳＰ１５に移る。
【０１３１】
　ステップＳＰ１５において、制御部３は、アクチュエータを停止させることにより、２
回目の締付動作を終了させ、次のステップＳＰ１６に移る。この時点で、締付動作を１回
繰り返したことになる。
【０１３２】
　ステップＳＰ１６において、制御部３は、締付動作を１回繰り返したことにより、繰り
返し回数のカウント値を示す変数ｎに、ｎ＋１を代入する。つまり、繰り返し回数のカウ
ント値をインクリメントする。
【０１３３】
　その後、制御部３は、再びステップＳＰ１３に戻る。そして、制御部３は、このステッ
プＳＰ１３で肯定結果を得るまで、すなわち、繰り返し回数のカウント値が、作業者によ
り指定された繰り返し回数に達するまで、ステップＳＰ１４～ＳＰ１６の処理を繰り返し
行う。
【０１３４】
　そして、繰り返し回数のカウント値が、作業者により指定された繰り返し回数に達する
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と、制御部３は、ステップＳＰ１３で肯定結果を得て、ステップＳＰ１７に移る。
【０１３５】
　ステップＳＰ１７において、制御部３は、カッター２５を動作させて、テープ２０の両
端部が重なり合う長さでテープ２０を切断して、次のステップＳＰ１８に移る。
【０１３６】
　ステップＳＰ１８において、制御部３は、ヒータ２６を動作させて、テープ２０の重な
り合った部分を熱して接着することにより紙幣束Ｂｐを結束し、この締付動作処理を終了
する。
【０１３７】
　このように、第２の実施の形態の紙幣結束部１４では、締付動作を繰り返す回数を任意
の回数に指定できるようにした。
【０１３８】
　こうすることで、例えば、作業者が、紙幣整理装置１で扱う紙幣の種類や、テープ２０
の種類に応じて、締付動作の繰り返し回数を自由に指定することができ、紙幣束Ｂｐの締
付具合を任意の締付具合に設定することができる。
【０１３９】
　また、例えば、作業者が、繰り返し回数を変えながら、実際に紙幣整理装置１から放出
される紙幣束Ｂｐの結束具合を確認することにより、最適な締付具合となる繰り返し回数
を容易に見つけ出すこともでき、紙幣整理装置１の使い勝手を向上させることもできる。
【０１４０】
［３．第３の実施の形態］
　次に第３の実施の形態について説明する。この第３の実施の形態は、締付動作の後、テ
ープ２０を一旦緩める緩め動作を行う点と、新たにローラを追加した点が、第１の実施の
形態とは異なる点である。ゆえに、これら２点以外の部分については第１の実施の形態の
ものと同様であり、その部分についての説明は省略する。
【０１４１】
　この第３の実施の形態の紙幣結束部１４では、図１６に示すように、巻付部２３により
テープ２０が紙幣束Ｂｐを一周するように巻き付けられたときに、紙幣束Ｂｐの下面との
間で、紙幣束Ｂｐに巻き付けられているテープ２０を挟み込むローラ１００が新たに追加
されている。
【０１４２】
　このローラ１００は、図示しない機構により、巻付部２３によりテープ２０が紙幣束Ｂ
ｐを一周するように巻き付けられるまでは、例えば、搬送路２７の下方に退避させられて
いて、テープ２０が巻き付けられると、紙幣束Ｂｐの下面前端に近づく方向に移動して、
紙幣束Ｂｐの下面前端との間でテープ２０を挟み込むようになっている。
【０１４３】
　また、このローラ１００は、紙幣束Ｂｐに巻き付けられたテープ２０がローラ１００と
巻付部２３の挟持部材４０Ｂ、４１Ｂとの間で緩まないように、図示しないワンウェイク
ラッチ機構により、テープ供給方向とは逆方向（すなわち締付方向）の矢印Ｅに示す方向
にのみ回転可能となっている。
【０１４４】
　そして、この第３の実施の形態の紙幣結束部１４では、テープ２０を紙幣束Ｂｐに巻き
付けた後、ローラ１００と紙幣束Ｂｐとの間で紙幣束Ｂｐに巻き付けられたテープ２０を
挟み込んだ状態で、締付動作と緩め動作を交互に繰り返し行う。
【０１４５】
［３－１．締付動作処理の手順］
　ここで、図１７に示すフローチャートを用いて、第３の実施の形態の紙幣結束部１４で
行う締付動作処理の手順について説明する。
【０１４６】
　尚、この締付動作処理を開始する前の時点で、作業者により繰り返し回数が指定され、
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この繰り返し回数が変数ａに代入されているものとする。
【０１４７】
　また、この締付動作処理は、紙幣束Ｂｐを結束する結束処理の中で行われる部分的な処
理である。
【０１４８】
　制御部３は、図１２に示したように、紙幣束Ｂｐを一周するように紙幣束Ｂｐにテープ
２０を巻き付けた後、ローラ１００と紙幣束Ｂｐとの間で紙幣束Ｂｐに巻き付けられたテ
ープ２０を挟み込んだ状態で、図１７に示す締付動作処理を開始する。
【０１４９】
　制御部３は、締付動作処理を開始すると、まずステップＳＰ２０において、テープ供給
ローラ２２Ａ～２２Ｃを回転させるアクチュエータを起動させ、テープ供給ローラ２２Ａ
～２２Ｃを締付方向に回転させてテープ２０を一定の力で引っ張ることにより、１回目の
締付動作を開始して、次のステップＳＰ２１に移る。
【０１５０】
　ステップＳＰ２１において、制御部３は、アクチュエータを停止させることにより、１
回目の締付動作を終了させ、次のステップＳＰ２２に移る。尚、緩め動作は、２回目以降
の締付動作の前に行われるものであり、この時点では、まだ行われない。
【０１５１】
　ステップＳＰ２２において、制御部３は、繰り返し回数のカウント値を示す変数ｎに０
を代入することにより、変数ｎを初期化（締付動作をまだ１回も繰り返していない状態）
して、次のステップＳＰ２３に移る。
【０１５２】
　ステップＳＰ２３において、制御部３は、繰り返し回数のカウント値を示す変数ｎが、
作業者により指定された繰り返し回数を示す変数ａ以上であるか否かを判別する。
【０１５３】
　ここで、例えば、作業者により指定された繰り返し回数が２回（すなわちａ＝２）であ
り、且つ締付動作をまだ１回も繰り返していない場合、繰り返し回数は０回（すなわちｎ
＝０）であり、このステップＳＰ２３で否定結果を得て、ステップＳＰ２４に移る。
【０１５４】
　ステップＳＰ２４において、制御部３は、テープ供給ローラ２２Ａ～２２Ｃを回転させ
るアクチュエータを起動させ、テープ供給ローラ２２Ａ～２２Ｃをテープ供給方向に回転
させてテープ２０を緩めることにより、緩め動作を開始して、次のステップＳＰ２５に移
る。
【０１５５】
　ステップＳＰ２５において、制御部３は、テープ供給ローラ２２Ａ～２２Ｃがテープ供
給方向に規定量だけ回転した時点（すなわちテープ２０を規定量だけ戻した時点）で、ア
クチュエータを停止させ、緩め動作を終了させる。このように、制御部３は、締付動作と
締付動作の間に緩め動作を行うことで、紙幣束Ｂｐを締め付けていたテープ２０を一旦緩
ませる。
【０１５６】
　尚、このとき、テープ２０は、ローラ１００と巻付部２３の挟持部材４０Ｂ、４１Ｂと
の間の部分、すなわち紙幣束Ｂｐに直接巻き付けられている部分は緩まず、ローラ１００
よりロール２１側の部分のみが緩むことになる。すなわち、緩め動作を行っても、紙幣束
Ｂｐへのテープ２０の巻き付けは緩まないようになっている。
【０１５７】
　このような緩め動作を行った後、制御部３は、次のステップＳＰ２６に移る。ステップ
ＳＰ２６において、制御部３は、再び、テープ供給ローラ２２Ａ～２２Ｃを回転させるア
クチュエータを起動させ、テープ供給ローラ２２Ａ～２２Ｃを締付方向に回転させてテー
プ２０を一定の力で引っ張ることにより、２回目の締付動作を開始して、次のステップＳ
Ｐ２７に移る。
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【０１５８】
　このとき、緩め動作によってローラ１００とロール２１との間でテープ２０が緩んでい
ることにより、緩め動作を行わない場合と比較して、テープ２０が緩んでいる分、勢いを
付けてテープ２０を引っ張ることができる。
【０１５９】
　ステップＳＰ２７において、制御部３は、アクチュエータを停止させることにより、２
回目の締付動作を終了させ、次のステップＳＰ２８に移る。この時点で、締付動作を１回
繰り返したことになる。
【０１６０】
　ステップＳＰ２８において、制御部３は、締付動作を１回繰り返したことにより、繰り
返し回数のカウント値を示す変数ｎに、ｎ＋１を代入する。つまり、繰り返し回数のカウ
ント値をインクリメントする。
【０１６１】
　その後、制御部３は、再びステップＳＰ２３に戻る。そして、制御部３は、このステッ
プＳＰ２３で肯定結果を得るまで、すなわち、繰り返し回数のカウント値が、作業者によ
り指定された繰り返し回数に達するまで、ステップＳＰ２４～ＳＰ２８の処理を繰り返し
行う。
【０１６２】
　そして、繰り返し回数のカウント値が、作業者により指定された繰り返し回数に達する
と、制御部３は、ステップＳＰ２３で肯定結果を得て、ステップＳＰ２９に移る。
【０１６３】
　尚、最後の締付動作の後には緩め動作を行わないので、この時点で、紙幣束Ｂｐはテー
プ２０により締め付けられた状態となっている。
【０１６４】
　ステップＳＰ２９において、制御部３は、カッター２５を動作させて、テープ２０の両
端部が重なり合う長さでテープ２０を切断して、次のステップＳＰ３０に移る。
【０１６５】
　ステップＳＰ３０において、制御部３は、ヒータ２６を動作させて、テープ２０の重な
り合った部分を熱して接着することにより紙幣束Ｂｐを結束し、この締付動作処理を終了
する。
【０１６６】
　このように、第３の実施の形態の紙幣結束部１４では、締付動作と締付動作との間に、
テープ２０を一旦緩める緩め動作を行うようにした。
【０１６７】
　こうすることで、締付動作を行うときに、緩め動作を行わない場合と比較して、テープ
２０が緩んでいる分、勢いを付けてテープ２０を引っ張ることができる。
【０１６８】
　これにより、例えば、第１の実施の形態と比較して、テープ２０を引っ張る力は変わら
ずとも、紙幣束Ｂｐに対するテープ２０の締め付け力をより強くすることができる。
【０１６９】
　また、この第３の実施の形態の紙幣結束部１４では、紙幣束Ｂｐの下面前端との間でテ
ープ２０を挟み込むローラ１００を設け、緩め動作時にローラ１００と巻付部２３との間
でテープ２０が緩まないように、ローラ１００を、テープ供給方向とは逆方向（すなわち
締付方向）の矢印Ｅに示す方向にのみ回転可能とした。
【０１７０】
　こうすることで、紙幣結束部１４では、緩め動作を行ったときに、ローラ１００と巻付
部２３との間でテープ２０が緩むことを防ぎ、ローラ１００とロール２１との間でのみテ
ープ２０を緩ませることができる。
【０１７１】
　かくして、紙幣結束部１４は、紙幣束Ｂｐに対するテープ２０の締め付けは保持したま
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ま緩め動作を行うことができ、例えば、ローラ１００を設けない場合と比較して、紙幣束
Ｂｐに対するテープ２０の締め付け力をより強くすることができる。
【０１７２】
　尚、ローラ１００を締付方向には回転可能としたことにより、ローラ１００が締付動作
時のテープ２０の引っ張りを妨げることはない。
【０１７３】
［４．第４の実施の形態］
　次に第４の実施の形態について説明する。この第４の実施の形態は、紙幣束Ｂｐを所定
形状に折り曲げて変形させた状態で締付動作を行う点が、第３の実施の形態とは異なる点
である。よって、この第４の実施の形態の紙幣結束部１４には、紙幣束Ｂｐを所定形状に
折り曲げる機構が追加されている。尚、この機構以外の部分については第３の実施の形態
のものと同様であり、その部分についての説明は省略する。
【０１７４】
　この第４の実施の形態の紙幣結束部１４では、図１８（Ａ）に示すように、紙幣束Ｂｐ
を、搬送路２７内の所定位置まで搬送した後、この所定位置の上側に配置されている上側
ガイド２００を下方に移動させる。
【０１７５】
　そして、上側ガイド２００と、所定位置の下側に配置されている下側ガイド２０１との
間に、紙幣束Ｂｐを挟み込み、さらに図１８（Ｂ）に示すように、上側ガイド２００で紙
幣束Ｂｐを上から押圧することにより、紙幣束Ｂｐを変形させるようになっている。
【０１７６】
　具体的に、上側ガイド２００のガイド面（下面）は、後部（搬送路２７の上流側）より
も前部（搬送路２７の下流側）の方が下方に凸する段差状となっている。
【０１７７】
　一方、この上側ガイド２００と対向する下側ガイド２０１のガイド面は、上側ガイド２
００のガイド面の形状に合わせて、後部より前部の方が下方に凹んだ段差状となっている
。
【０１７８】
　ゆえに、上側ガイド２００と下側ガイド２０１との間には、側面視で略Ｚ字の段差状と
なる隙間が形成されている。
【０１７９】
　また、これら上側ガイド２００と下側ガイド２０１は、巻付部２３の回動に干渉しない
位置に設けられている。
【０１８０】
　そして、紙幣結束部１４では、搬送路２７の途中に設けられたこの隙間に入るまで紙幣
束Ｂｐを搬送して停止させる。その後、この隙間に入った紙幣束Ｂｐを、上側ガイド２０
０で上から押圧することにより、側面視で略Ｚ字の段差状に折り曲げて変形させる。
【０１８１】
　さらに、紙幣結束部１４は、この折り曲げて変形させた状態の紙幣束Ｂｐにテープ２０
を巻き付けた後、第３の実施の形態と同様にして、締付動作と緩め動作を交互に繰り返し
行う。
【０１８２】
　その後、紙幣結束部１４は、カッター２５を動作させて、テープ２０の両端部が重なり
合う長さでテープ２０を切断した後、ヒータ２６を動作させて、テープ２０の重なり合っ
た部分を熱して接着することにより紙幣束Ｂｐを結束する。
【０１８３】
　そして最後に、紙幣結束部１４は、上側ガイド２００を上方に移動させて、紙幣束Ｂｐ
への押圧を解除することにより、紙幣束Ｂｐを変形する前の元の形状に戻し、放出口１５
へ送り出す。
【０１８４】
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　このように、第４の実施の形態の紙幣結束部１４では、折り曲げて変形させた状態の紙
幣束Ｂｐにテープ２０を巻き付けた状態で、締付動作と緩め動作を交互に繰り返し行い、
さらに紙幣束Ｂｐを結束した後、紙幣束Ｂｐを元の形状に戻すようにした。
【０１８５】
　ここで、紙幣束Ｂｐを折り曲げて変形させた状態で、テープ２０を巻き付けると、巻き
付けるテープの長さが、変形していない紙幣束Ｂｐの周長より短くなる。
【０１８６】
　これにより、紙幣束Ｂｐを元の形状に戻したときに、テープ２０による結束がより強固
なものとなる。
【０１８７】
　よって、この第４の実施の形態の紙幣結束部１４によれば、第３の実施の形態と比較し
て、紙幣束Ｂｐに対するテープ２０の締め付け力をより強くすることができると言える。
【０１８８】
　尚、この第４の実施の形態の紙幣結束部１４では、紙幣束Ｂｐの位置を固定した状態で
、紙幣束Ｂｐにテープ２０を巻き付けるようになっている。
【０１８９】
　ゆえに、第１乃至第３の実施の形態のように、紙幣束Ｂｐを移動させながらテープ２０
を巻き付ける場合と比して、紙幣束Ｂｐを固定して巻き付ける分、巻付部２３の挟持部材
４０Ｂ、４１Ｂの回転範囲が大きくなっている。
【０１９０】
［５．他の実施の形態］
［５－１．他の実施の形態１］
　尚、上述した第１乃至第４の実施の形態では、紙幣束Ｂｐにテープ２０を巻き付けた後
、テープ２０を一定の力で締付方向に引っ張る締付動作を繰り返し行うようにした。
【０１９１】
　これに限らず、テープ２０を引っ張る力を一定ではなく、締付動作を繰り返すときに、
徐々に変化させていくようにしてもよい。
【０１９２】
　この場合、例えば、制御部３が、テープ供給ローラ２２Ａ～２２Ｃを回転させるアクチ
ュエータのトルクを制御することにより、テープ２０を引っ張る力を変化させればよい。
【０１９３】
　そして、実際、１回目の締付動作より２回目の締付動作の方がテープ２０を引っ張る力
を強くするようにして、テープ２０を引っ張る力を締付動作を行うごとに徐々に強くして
いってもよい。
【０１９４】
　このようにすれば、紙幣束Ｂｐを最初から強い力で引っ張る場合と比較して、紙幣束Ｂ
ｐを傷付けてしまう確率を低減することができる。
【０１９５】
［５－２．他の実施の形態２］
　また、上述した第１、第３、第４の実施の形態では、予め設定された回数（繰り返し回
数）だけ締付動作を繰り返し行うようにした。
【０１９６】
　これに限らず、紙幣結束部１４が、締付動作の繰り返し回数を、種々の情報に基づいて
、その都度、自動で設定するようにしてもよい。
【０１９７】
　例えば、予め、紙幣束Ｂｐとなる紙幣や紙幣束Ｂｐを結束するテープ２０の種類と、紙
幣やテープ２０の種類に応じた最適な繰り返し回数とを対応付けた設定用情報を、紙幣整
理装置１の図示しない記憶部に記憶させておく。
【０１９８】
　そして、紙幣整理装置１では、操作表示部４に、所定の操作画面を表示しながら、紙幣
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やテープ２０の種類の選択を作業者に行わせる。
【０１９９】
　操作表示部４を介して選択された紙幣やテープの種類は、制御部３へ通知される。制御
部３は、選択された紙幣やテープの種類に対応する最適な繰り返し回数を、記憶部に記憶
された設定用情報から取得し、これを繰り返し回数を示す変数ａに代入する。
【０２００】
　このようにすれば、紙幣結束部１４で扱う紙幣やテープ２０の種類に応じた最適な繰り
返し回数で、締付動作を繰り返すことができ、紙幣束Ｂｐを一段と適切な締付具合で結束
することができる。
【０２０１】
　また、紙幣の種類については、作業者に選択させるばかりでなく、鑑別部８による鑑別
結果を利用して、制御部３が、自動で認識するようにしてもよい。
【０２０２】
　さらに、これに限らず、紙幣束Ｂｐとなる紙幣の状態に応じて、繰り返し回数を変える
ようにしてもよい。紙幣の状態は、鑑別部８による鑑別結果を利用して、制御部３が、自
動で認識すればよい。
【０２０３】
　具体的には、例えば、状態の悪い紙幣の割合が所定値以上の紙幣束Ｂｐについては、状
態の悪い紙幣の割合が所定値未満の紙幣束Ｂｐよりも、締付動作により紙幣束が傷付きや
すいと考えられるので、繰り返し回数を少なくする。
【０２０４】
　また、紙幣束Ｂｐが、未使用の紙幣の束であるか、使用済みの紙幣の束であるかに応じ
て、繰り返し回数を変えるようにしてもよい。
【０２０５】
　この場合、例えば、紙幣結束部１４に、紙幣束Ｂｐの厚さを測定するセンサ（図示せず
）を設け、このセンサで紙幣束Ｂｐの厚さを測定するようにする。
【０２０６】
　ここで、制御部３は、厚さが所定の閾値を超えている紙幣束Ｂｐについては、使用済み
の紙幣の束、それ以外の紙幣束Ｂｐについては、未使用の紙幣の束と判別するようにする
。
【０２０７】
　そして、未使用の紙幣の束については、使用済みの紙幣の束よりも、例えば、繰り返し
回数を多くする。このようにすれば、紙幣束Ｂｐを一段と適切な締付具合で結束すること
ができる。
【０２０８】
［５－３．他の実施の形態３］
　さらに、上述した第３、第４の実施の形態では、紙幣束Ｂｐに巻き付けられたテープ２
０が緩まないようにテープ２０を紙幣束Ｂｐとの間で挟み込む緩み防止手段としてのロー
ラ１００を設けるようにした。
【０２０９】
　これに限らず、第３、第４の実施の形態の紙幣結束部１４から、このローラ１００を取
り除いてもよい。
【０２１０】
　また一方で、このローラ１００を、第１、第２の実施の形態の紙幣結束部１４に追加し
てもよい。
【０２１１】
　くわえて、このローラ１００と同様に機能するものを、このローラ１００の代わりに、
紙幣結束部１４に設けるようにしてもよい。尚、ローラ１００と同様に機能するものとは
、紙幣束Ｂｐに巻き付けられたテープ２０が緩まないようにテープ２０を紙幣束Ｂｐとの
間で挟み込むことができるものである。



(20) JP 2014-201355 A 2014.10.27

10

20

30

40

50

【０２１２】
［５－４．他の実施の形態４］
　さらに、上述した第４の実施の形態では、紙幣束Ｂｐを、側面視で略Ｚ字の段差状に折
り曲げて変形させるようにした。
【０２１３】
　これに限らず、略Ｚ字の段差状以外の形状に折り曲げて変形させるようにしてもよい。
例えば、側面視で略Ｖ字状に折り曲げて変形させるなどしてもよい。
【０２１４】
［５－５．他の実施の形態５］
　さらに、上述した第１乃至第４の実施の形態では、帯状の結束部材の具体例としてテー
プ２０を用いるようにした。
【０２１５】
　これに限らず、帯状の結束部材であれば、テープ２０以外のものをテープ２０の代わり
に用いるようにしてもよい。
【０２１６】
　さらに、上述した第１乃至第４の実施の形態では、紙幣束Ｂｐを結束する結束手段の具
体例として、巻付部２３、カッター２５、ヒータ２６を用いるようにした。
【０２１７】
　これに限らず、これらと同様に結束手段として機能するものであれば、これら巻付部２
３、カッター２５、ヒータ２６とは異なる構成の結束手段を用いるようにしてもよい。
【０２１８】
　さらに、上述した第１乃至第４の実施の形態では、締付動作の繰り返し回数を設定する
設定手段の具体例として制御部３を用いるようにした。
【０２１９】
　これに限らず、制御部３と同様に設定手段として機能するものであれば、制御部３とは
異なる構成の設定手段を用いるようにしてもよい。
【０２２０】
　さらに、上述した第１乃至第４の実施の形態では、媒体束が巻回されている巻回手段の
具体例として、ロール２１を用いるようにした。
【０２２１】
　これに限らず、ロール２１と同様に巻回手段として機能するものであれば、ロール２１
とは異なる構成の巻回手段を用いるようにしてもよい。
【０２２２】
　さらに、上述した第４の実施の形態では、紙幣束Ｂｐを折り曲げて変形させる変形手段
の具体例として、上側ガイド２００と下側ガイド２０１を用いるようにした。
【０２２３】
　これに限らず、これらと同様に変形手段として機能するものであれば、上側ガイド２０
０、下側ガイド２０１とは異なる構成の変形手段を用いるようにしてもよい。
【０２２４】
　さらに、上述した第１の実施の形態では、紙幣束を移送する移送手段の具体例として、
移送部１３を用いるようにした。
【０２２５】
　これに限らず、移送部１３と同様に移送手段として機能するものであれば、移送部１３
とは異なる構成の移送手段を用いるようにしてもよい。
【０２２６】
［５－６．他の実施の形態６］
　さらに、上述した第１乃至第４の実施の形態では、本発明を、紙幣束を結束する紙幣結
束装置としての媒体結束部１４及び紙幣整理装置１に適用したが、本発明は、これに限ら
ず、紙、切符など、紙幣以外の紙葉類を媒体として結束する装置であっても、媒体結束部
１４及び紙幣整理装置１と同様に媒体を結束する装置であれば適用できる。
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【０２２７】
［５－７．他の実施の形態７］
　さらに、本発明は、上述した第１乃至第４の実施の形態と、上述した他の実施の形態と
に限定されるものではない。すなわち本発明は、上述した第１乃至第４の実施の形態と上
述した他の実施の形態の一部または全部を任意に組み合わせた実施の形態や、一部を抽出
した実施の形態にもその適用範囲が及ぶものである。
【産業上の利用可能性】
【０２２８】
　本発明は、紙幣束を結束する紙幣結束装置などの装置で広く利用することができる。
【符号の説明】
【０２２９】
　１……紙幣整理装置、１４……紙幣結束部、２０……テープ、２１……ロール、２２Ａ
、２２Ｂ、２２Ｃ……テープ供給ローラ、２２Ｄ……ガイドローラ、２３……巻付部、２
５……カッター、２６……ヒータ、４０、４１……回動部、４０Ｂ、４１Ｂ……挟持部材
、１００……ローラ、２００……上側ガイド、２０１……下側ガイド、Ｂｐ……紙幣束。
 

【図１】 【図２】
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